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日本国内及び韓国では 2011 年 3 月以来高病原性鳥インフルエンザの発生のない状況が続い
ていた。一方、アジアでは、毎年、どこかで高病原性鳥インフルエンザ（H5N1）の発生が続







2014 年 1 月に、H5N1 亜型高病原性鳥インフルエンザウイルスに由来する H5N8 鳥インフ
ルエンザウイルスが、韓国のアヒル生産農家を中心に養鶏農家等に侵入して大きな被害を与え
ている。ウイルスの性状は、2010 年中国江蘇省で分離された H5N8 鳥インフルエンザウイル
スのそれと類似していた。同年 4 月、日本にもこのウイルスは侵入して、熊本県のブロイラー
農場に被害を与えた。発生は 1 件で止まった。原因ウイルスは、中国から韓国に侵入し、さら








韓国では 2014 年 1 月以来、新しい亜型（H5N8）の高病原性鳥インフルエンザウイルスの
侵入を許し、ほとんど国内すべての「道」で高病原性鳥インフルエンザの発生が起きた。日本






ンフルエンザが 2014 年 1 月 16 日に発生し、21 日には近隣の肉用アヒル農家でも発生した。
1 月 17 日には、北隣の扶安（プアン）郡の肉用アヒル農家でも発生が認められた。その後ま
たたく間に発生は拡大して、東北部の江原道を除くすべての地域で発生が起きた。しかし、
3 月以降、農家での発生は激減した。すなわち 3 月 6 日に京畿道安城（アンソン）市、3 月 10
日に大田広域市の北隣に位置する世宗特別自治市芙江（プガン）面の採卵農家それぞれ 1 戸に
止まり、4 月には忠清北道鎮川（チンチョン）郡のガチョウ農家 1 戸のみであった。5 月以降




病原性鳥インフルエンザ発生総数は 29 件であるが、そのうちの 17 件はアヒル農家であること
があげられる。発生養鶏農家は 11 件に過ぎない。2013 年まで、韓国での鳥インフルエンザ発



















（3）韓国で 2014 年 4 月以降とられている主な防疫対策3）




















現した H5N8 ウイルスの HA が、H5N1 ウイルスに由来するのか否かに強い関心が持たれたの
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である。
この点に関して、ソウル市郊外安養市の韓国国立動物検疫院の Lee ら2）が、遺伝子解析を行っ
ている。その結果、HA、NA を含む PB2 及び NS 以外の 6 遺伝子は、中国江蘇省の生鳥市場
で陳列されていたアヒルから 2010 年に分離された A/アヒル/江蘇省/k1203/2010（H5N8）株
と類似性の高いことが明らかになった。また、株によっては、PB1、PA、NS、M 遺伝子が、
A/アヒル/東中国/1111/2011（H5N2）株と類似することが判明した。すなわち、韓国では、
中国に起源を持つ 2 種類の H5N8 亜型鳥インフルエンザウイルスによる高病原性鳥インフル
エンザの発生及び流行が起きたのである。原因ウイルスはすべて中国から侵入してきたことが
明らかになった。
いずれにしても、病原性に直接的な関連性を持つ HA 遺伝子は、1996 年中国の広東省に出




著者たちも、中国から H7N9 亜型ウイルスが、あるいは 2004 年の発生事例の様に韓国から
H5N8 亜型ウイルスが、鳥類によって持ち込まれる可能性のあることを考えた。そこで、ほと







2014 年 4 月 12 日午後、宮崎県境に近い熊本県球磨郡多良木町山間部のブロイラー農場










13 日は日曜日であったが、上記 2 農場で飼育されているすべての鶏の殺処分と埋却を開始し
た。同時に、農場から半径 3km 以内の移動制限区域を設定し、半径 3km から 10km 以内の搬
出制限区域を設定した。さらに、発生農場周辺や主要道路の消毒強化などを行った。
熊本県、農水省九州農政局、農業団体の職員ら延べ約 1,100 人と、自衛隊の支援も受けて、
発生報告から 72 時間以内の 4 月 14 日には、2 農場の合計 112,000 羽の飼育鶏の殺処分を終了
し、両農場内の敷地に穴を掘って、鶏の死体、鶏糞や飼料残渣等を埋却し終えた。多良木町の
農場は 4 月 15 日午後 7 時、相良村は 16 日午前 7 時 30 分にそれぞれ防疫措置を完了した。
熊本県は、県内すべての養鶏場（採卵鶏、肉用鶏を含む全 229 戸、約 710 万羽）に対して調
査を行った。その結果、4 月 16 日現在、異常は認められていないと発表した。県は全ての養
鶏場に注意喚起と異常鶏通報を促す文書を再通知した。さらに、半径 10km 以内の搬出制限区
域内に位置する 46 農場のうち、18 養鶏場（約 24 万 6 千羽）には、4 月 14 日から 5 月 7 日ま
で毎日、飼養状況報告提出を求めた。
家畜防疫指針に基づき、防疫措置完了の翌日の 4 月 17 日から移動制限区域の養鶏場の発生
状況確認検査に入り、10 日後の 4 月 27 日には清浄性確認検査を 2 件の養鶏場で実施した。陰
性が確認されたので、5 月 1 日には、半径 3～10km 以内の搬出制限が解除された。その後の








ルスの同定及び性状検査がなされた。4 月 17 日に、結果が報告された1）。NA の亜型は 8 であ
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は前述したが、熊本県に侵入した鳥インフルエンザウイルスは、8 本の遺伝子分節のうち、4
本の遺伝子分節は 2010 年に中国江蘇省で分離された H5N8 亜型高病原性鳥インフルエンザウ















2009 年から中国東部のある生鳥市場（live bird market）で、Zhao ら6）は鳥インフルエンザ
ウイルスの分離を継続している。その結果、山東省から持ち込まれたガチョウ、広東省および
江蘇省から持ち込まれたウズラから H5N5 亜型ウイルスが合計 3 株、江蘇省から持ち込まれ
たアヒルから H5N8 亜型ウイルスが 1 株分離された。いずれも 2009 年から 2010 年にかけて
分離された高病原性ウイルスである。
これらのウイルス 4 株の HA 遺伝子は相同性が高く、湖南省や安徽省で 2005 年に分離され
た H5N1 ウイルスに近縁であり、いずれも clade 2.3.4 に属する。
その後、2013 年に浙江省の生鳥市場でも、アヒルから H5N8 亜型鳥インフルエンザウイル









た様々な NA 亜型の H5 鳥インフルエンザウイルスが分布している。2010 年頃中国に出現し
た H5N8 亜型鳥インフルエンザウイルスが、韓国を経て日本国内に侵入した可能性が考えら
れる。
この現象は、2004 年、山口県、大分県、京都府で 79 年ぶりに発生した高病原性鳥インフル
エンザの原因ウイルスの侵入経路と重なる。すなわち、2003 年秋に中国北京市郊外の養鶏場
で発生した高病原性鳥インフルエンザ（H5N1）の原因ウイルスが（2007 年 1 月ハルピン市で






今回、なぜ熊本県の養鶏場 1 件のみの発生で終息したのか、なぜ 4 月という遅い時期に発生
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第 3図 韓国における高病原性鳥インフルエンザ（Ｈ5N8 亜型）の発生状況 （2014 年１月～）
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Recently, mutation and reassortment of H5N1 highly pathogenic avian influenza (HPAI) virus
have been appearing in China. In the beginning of January 2014, outbreaks of HPAI occurred in
the South Korean domestic-duck industry. Subtype of causative influenza virus was H5N8
derived from H5N1 one; that disaster spread to almost whole country; and more than 12 million
poultry reared in South Korea have been culled.
In the middle of April 2014, an outbreak of HPAI occurred in a meat-type-chicken-rearing farm
located in the mountains of Kumamoto prefecture and subtype of the causative agent was also
H5N8. About 0.1 million chickens aged 47-day-old were culled.
Origin of these H5N8 virus seems to be existed in East China.
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